
【全体運】一時の感情で行動すると失敗しやすい月。冷静さを大切に。キッチンやお風呂など、水回りの掃除で運気が回復
【健康運】暑くても体の冷やし過ぎはNG。ほどほどに
【幸運を呼ぶ食べ物】スダチ
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老
後
に
備
え
る

　
　

農
業
者
年
金
に
つ
い
て

　　

農
業
者
年
金
は
、
国
民
年
金
の
上
乗

せ
と
な
る
農
業
者
の
た
め
の
公
的
年
金

で
す
。
位
置
づ
け
と
し
て
は
、
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
の
厚
生
年
金
に
該
当
し
ま
す
。

「
将
来
の
生
活
費
を
国
民
年
金
だ
け
で

賄
う
こ
と
が
出
来
る
の
だ
ろ
う
か
」「
後

継
者
は
？
奥
様
は
？
従
業
員
は
？
農
業

者
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が
出
来
る
の

か
」
と
い
っ
た
不
安
や
疑
問
を
解
消
す

る
べ
く
、
今
回
は
農
業
者
年
金
制
度
に

つ
い
て
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

　

夫
婦
二
人
の
高
齢
農
家
の
生
活
費
は
、

現
金
支
出
で
月
額
約
二
十
三
万
〜
二
十

四
万
円
が
必
要
で
す
。（
総
務
省
家
計
調

査
等
に
よ
り
）
国
民
年
金
の
年
金
額
は
、

夫
婦
と
も
四
十
年
間
満
額
を
支
払
っ
た

場
合
で
月
額
約
十
三
万
円
、
つ
ま
り
月

額
約
十
万
円
が
不
足
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、
六
十
五
歳
の
日
本
人
の
平
均

余
命
は
男
性
十
九
年（
八
十
四
歳
）、
女

性
二
十
四
年（
八
十
九
歳
）と
な
っ
て
お

り
、
農
業
者
年
金
受
給
者
は
さ
ら
に
長

生
き
さ
れ
る
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
厚
生
年
金
に
よ

る
国
民
年
金
へ
の
上
乗
せ
が
あ
り
ま
す
。

一
方
で
、
農
業
者
は
豊
か
な
老
後
の
生

活
の
た
め
に
は
国
民
年
金
だ
け
で
は
十

分
と
言
え
ず
、
老
後
の
生
活
費
は
自
分

で
準
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
少
子
高
齢
化
時
代
に
強
い

　

積
立
方
式
×
確
定
拠
出
型
の
年
金

　

農
業
者
年
金
は
、
加
入
者
が
自
ら

の
保
険
料
を
積
み
立
て
る
「
積
立
方

式
」
で
す
。
ま
た
、
積
み
立
て
た
保

険
料
は
運
用
さ
れ
、
毎
年
の
付
利
額

に
よ
っ
て
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が

決
ま
る
「
確
定
拠
出
型
」
が
採
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
財
政
方
式
は
、
保
険
料
を
支

払
っ
て
い
る
世
代
の
人
数
や
、
年
金

を
受
給
し
て
い
る
世
代
の
人
数
の
変

化
に
よ
る
財
政
的
な
影
響
を
受
け
ま

せ
ん
。
少
子
高
齢
化
時
代
で
も
安
心

で
き
る
安
定
し
た
制
度
で
す
。

②
農
業
者
の
方
な
ら
広
く
加
入
で
き
る

　

農
業
者
年
金
の
加
入
要
件
は
、
国

民
年
金
第
一
号
被
保
険
者
で
あ
る
こ

と
、
年
間
六
十
日
以
上
農
業
に
従
事

し
て
い
る
こ
と
、
六
十
歳
未
満
で
あ

る
こ
と
、
こ
の
三
点
を
満
た
す
方
な

ら
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

　

要
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、
農
業

経
営
者
の
奥
さ
ん
、後
継
者
、パ
ー
ト

等
の
従
業
員
、
自
営
業
の
兼
業
農
家
、

家
が
農
家
で
季
節
労
働
的
に
手
伝
っ

て
い
る
ア
ル
バ
イ
ト
の
息
子
・
娘
さ

ん
も
ご
加
入
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

③
保
険
料
の
額
を
自
由
に
決
め
ら
れ
る

　

保
険
料
は
月
額
二
万
円
か
ら
六
万

七
千
円
ま
で
、
千
円
単
位
で
加
入
者

が
自
由
に
設
定
で
き
ま
す
。
経
営
状

況
や
生
活
設
計
に
合
わ
せ
て
保
険
料

の
額
を
増
額
・
減
額
す
る
こ
と
も
可

能
で
す
。

④
終
身
年
金
で
生
涯
受
給
で
き
る

　

農
業
者
老
齢
年
金
は
原
則
六
十
五

歳
か
ら
生
涯
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
仮
に
八
十
歳
前
に
亡
く
な
ら

れ
た
場
合
で
も
、
八
十
歳
ま
で
に
受

給
で
き
る
は
ず
で
あ
っ
た
額
が
遺
族

に
死
亡
一
時
金
と
し
て
支
給
さ
れ
ま

す
。

こ
ん
な
に
か
か
る
！
老
後
生
活

老
後
の
そ
な
え
は
農
業
者
年
金
で

　
　

メ
リ
ッ
ト
の
多
い
終
身
年
金

【全体運】交友関係が一気に広がる気配。趣味や習い事の集まりには意欲的に参加して。人気店で逸品に遭遇することも
【健康運】まずまずの安定期。ウオーキングにツキ
【幸運を呼ぶ食べ物】栗

蟹座　6/22～7/22

⑤
税
制
面
の
優
遇
措
置

　

保
険
料
は
、
全
額
が
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
、
所
得
税
・
住

民
税
の
節
税
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
年
金
を
受
給
す
る
際

は
公
的
年
金
に
よ
る
所
得
と
し
て
公

的
年
金
控
除
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

⑥
保
険
料
へ
の
国
庫
補
助
制
度

　

一
定
の
要
件
を
満
た
す
方
に
は
保

険
料
の
国
庫
補
助
（
月
額
最
高
一
万

円
、
通
算
す
る
と
最
大
で
二
百
十
六

万
円
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
国
庫
補

助
額
に
見
合
う
年
金
は
、
経
営
継
承

な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
特
例

付
加
年
金
と
し
て
受
給
で
き
ま
す
。

　　

農
業
者
年
金
の
最
大
の
特
徴
は
、
若

年
層
へ
の
保
険
料
の
国
庫
補
助
に
よ
る

政
策
支
援
が
あ
る
こ
と
で
す
。
通
常
の

加
入
要
件
に
加
え
、
次
の
要
件
を
備
え

た
方
は
、
納
付
す
る
保
険
料
を
二
万
円

に
固
定
し
て
最
大
一
万
円
の
国
庫
補
助

を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
国
庫
補

助
を
受
け
ら
れ
る
期
間
は
最
長
で
二
十

年
間
で
す
。

　

ま
た
、
保
険
料
の
国
庫
補
助
部
分
は
、

経
営
継
承
後
に
受
給
開
始
さ
れ
る
の
で

受
け
取
る
年
金
は
二
本
立
て
に
な
り
ま

す
。
農
業
者
年
金
は
納
付
さ
れ
た
保
険

料
と
運
用
益
を
原
資
と
し
て
年
金
額
が

決
ま
り
ま
す
。
若
い
時
か
ら
加
入
す
る

こ
と
で
少
な
い
月
々
の
負
担
で
も
、
二

段
構
え
で
老
後
生
活
に
備
え
ら
れ
ま
す
。

※国庫補助額は保険料月額二万円（固定）に対する補助額（割合）です。
※区分3及び区分5の「後継者」は経営主の直系卑属である必要があります。
※35歳未満で加入した者は、35歳から自動的に35歳以上の額に変更されます。
※区分1～5のそれぞれの要件に該当しなくなった場合、他の区分（国庫補助額が減額になることが あります）の変更が
必要です。
※保険料の国庫補助が受けられる期間は、35歳未満であれば要件を満たしているすべての期間、35歳以上であれば10年
以内とされ、通算して最長20年間となります。

農
業
者
年
金

　
　

政
策
支
援
加
入
要
件

１
．
四
十
歳
未
満
の
方

（
誕
生
日
月
ま
で
申
込
可
能
）

２
．
農
業
所
得
が
九
百
万
円

以
下
で
あ
る
こ
と

３
．
認
定
農
業
者
で
青
色
申
告

者
等
（
下
表
参
照
）

農業者年金に関するお問合せは、JAとうかつ中央営農生活課（047-341-5151）までお願いします

子
育
て
世
代
・
就
農
間
も
な
い
方
に

若
年
層
へ
手
厚
い
保
険
料
補
助
制
度

農
業
振
興
課

斎
藤
淑
美

営
農
生
活
課




